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取組 

名称 
宮津市域の伝統的祭礼・芸能・文化に関する調査研究とその成果公開 

研究代表者所属・職名： 生命環境科学研究科・准教授   氏名： 松田 法子 

研究担当者： 

 京都府立大学（松田法子・青地伯水） 

 外部分担者・協力者（河森一浩、山口孝幸、管啓次郎、林立騎、古木洋平、松田美緒） 

主な連携機関（所在市町村、機関（部署）名） 

 京都府宮津市、宮津商工会議所 

【研究活動の要約】 

 平成 28・29 年度に引き続き、ベルンハルト・ケラーマンが明治末期に宮津を訪れて残した著作を導きに、かつて存

在した宮津の「茶屋町」新浜の過去と現在、宮津及び丹後の祭礼・芸能について調査と映像による記録を行った。 

祭礼・芸能について今年度は特に元伊勢籠神社の葵祭・太刀振りと、浦嶋神社の太刀振り、また船を用いる伊根

の祭礼に着目し、記録した。併せて、籠神社禰宜の海部氏及び浦嶋神社宮司の宮嶋氏にインタビューを実施した。

新浜については、茶屋のご子息に行ったインタビューを映像に編集した。現地調査やインタビューの内容は、約 30

分のドキュメンタリー映像作品『さっさよやっさを探して –宮津と神話編-』としてまとめた。 

なおケラーマンは著作の中で、浦島舞など明治末期の新浜で行われていた芸能の記録に加え、前掲した籠神社

の葵祭と思われる祭礼や、天橋立に関わる神話などにも触れている。これらの芸能等の検討について舞踏家の今貂

子氏に参加を要請し、映像中で身体表現を行った。 

以上の取り組みは別項に述べるように府民向け等のセミナーや講演会で折に触れて公開をはかったほか、2019

年 2月 10日には「みやづ歴史の館」で現地シンポジウムを開催し、宮津市長を始め市民ら約 100名が聴講した。 

【研究活動の成果】 

本調査研究の成果はまず、約 30分のドキュメンタリー映像作品『さっさよやっさを探して –宮津と神話編-』に集

約された。今後、この映像を宮津市内あるいは歴彩館など文教施設での上映・展示に活用していくことが期待され

る。また平成30年度の取り組みのなかでは、昨年度製作・公開した『さっさよやっさを探して –海と祭編-』が、宮津山

王社御輿組が開催するフォーラムや刊行物に活用されるなどの地域連携上の成果も生まれた。 

2019 年 2 月 10 日に実施したシンポジウム「1908、古代、いま —ケラーマンと宮津の時空間」は、開催

前に毎日新聞に事前記事が掲載されたほか、当日の様子は毎日新聞と産経新聞の２紙に掲載された。 

平成 30年度で 3回目を迎えた当ACTRによる一連のシンポジウムと調査研究、映像製作の取り組みは、以

上のように、地域での認知及び波及的・連携的な活用も広がり始めている。令和元年度のシンポジウムの開催

時期についても既に市民からの問い合わせが寄せられており、また他の地域団体との連携についても相談を

受けているなど、令和元年度以降の取り組みにも期待が寄せられていることを特記しておく。 

 

【研究成果の還元】 

・ 「1908、古代、いま」，2018年度ACTRシンポジウム，みやづ歴史の館，2019.2（参加者約100名） 

・ 「宮津新浜、茶屋町の記憶」，京都外科医会講演，ホテル，2018.12（参加者約60名） 

・ 「ケラーマンの著作にみる100年前の祭、まち、人々」，宮津山王祭御輿組フォーラム「宮津祭と宮

津城下」，みやづ歴史の館，2018.12（参加者約250名） 

・ 「地域の微かな歴史に耳を澄ます」，京都府立大学ACTRポケットセミナー，国際京都学・歴彩館, 

2018.10 

・ 「『さっさよやっさ』を探して －近代と戦後、宮津の茶屋町」, 京都学ラウンジミニ講座, 国際京都

学・歴彩館, 2018.9 



 

平成 30年度 ACTR 

 ・映像作品『さっさよやっさを探して –宮津と神話編-』（約 30分）※一般公開方法を検討中 

 

【お問い合わせ先】生命環境学部（研究科）松田研究室 准教授 松田 法子 

         Tel: 075-703-5390  E-mail: kirpinfo@kpu.ac.jp(京都地域未来創造センター)   

  

参考（イメージ図、活動写真等） 

  

シンポジウム「宮津−海、音色、声、記憶」（2019.2.10開催）のポスター（左）及び新聞報道記事 

※シンポジウムの記事は 2019年 2月 6日毎日新聞（右）のほか、同 11日毎日新聞、同 13日産経新聞に掲載（いずれも丹波・丹後地域面）。 
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